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１ 道路交通事故の現状と今後の見通し

○ 交通事故死ゼロ1000日を達成（滝川市では記録上で初）。

※下記グラフでは、令和元年に死者数１人となっているが、高速道路上での事故であるため、統計上この記録

には含まれない。

○ 年間死傷者数は前回計画時（H28～R2）に比べて４割減と大きく減少。

○ 交通事故全体の件数・傷者数は10～３月の秋～冬に多い。

○ 事故類型別では、車両相互が事故全体の７割を占める状況。

○ 法令違反別発生状況では、前左右不確認、前方不注意、一時不停止で約５割を占める状況。

○ 加害者の年齢階層別発生件数では、高齢者が３割弱と多く、続いて40歳代と若者がともに２

割弱と多い。

○ 歩行者被害では、高齢者が半数以上を占め、子供・高校生は少ない。一方、自転車乗車中被

害では、子供・高校生が５割強、高齢者が３割弱である。

○ 道路別では市道と国道で９割以上、道路形状別では交差点で半数以上の事故が発生。また、

信号機等の有無別では、信号のある交差点で最も多くの事故が発生。

２ 踏切事故の状況等

○ 長期的に減少傾向

※下線部が前回（第９次）から変更があった箇所

第10次滝川市交通安全計画の概要（案）

第１章 総 論

第２節 交通事故等の現状等

１ 計画の位置付け・期間等

○ 根 拠：交通安全対策基本法第26条

（陸上交通の安全に関する総合的・長期的な施策の大綱）

○ 作成主体：滝川市交通安全対策会議

○ 期 間：令和３年度～令和７年度（５年間）

２ 計画の基本理念

○ 交通事故のない社会を目指して

○ 人優先の交通安全思想

（高齢者、障がい者、子供等の安全確保）

第１節 交通安全計画について
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第２節 踏切道における

交通の安全

１ 道路交通環境の整備

（生活道路における人優先の安全・安心な歩行空間の整備、幹線道路におけ

る事故対策の推進、歩行者空間のバリアフリー化、効果的な交通規制の推

進、自転車利用環境の整備、災害に備えた道路交通環境の整備、総合的な駐

車対策の推進、冬季道路交通環境の整備）

２ 交通安全思想の普及徹底

（段階的かつ体系的な交通安全教育の推進、効果的な交通安全教育の推進、

交通安全に関する普及啓発活動の推進）

３ 安全運転の確保

（運転者教育の充実、歩行者・自転車に対する保護意識の高揚）

４ 救助・救急活動の充実

（救助・救急体制及び救急医療体制の整備）

５ 被害者支援の充実と推進

（交通事故相談活動の推進、交通事故被害者遺族に対する援助）

踏切道の構造の改良及び歩行者対策等の整備の促進

第１節 道路交通の安全

第２章 講じようとする施策（分野別）

第４節 重点課題

１ 高齢化社会を踏まえた総合的な対策

○ 高齢者を対象とした交通安全啓発などを引き続き実施 など

２ 飲酒運転の根絶

○ 飲酒運転の根絶に向けた社会環境づくりを推進 など

３ 自転車の安全利用

○ 自転車利用者に対する交通安全教育等の充実、放置自転車撤去等の対策の推進、

生活道路等における自転車の走行空間確保の推進 など

４ 生活道路における安全確保

○ 誰もが安全・安心に移動できる空間整備

○ 子供の安全を確保する観点から、各種教育啓発の推進を引き続き実施 など

１ 道路交通の安全についての目標

○ 24時間交通事故死者数ゼロを目指す。

○ 年間死傷者数を確実に減少させる。

２ 踏切道における交通の安全についての目標

○ 踏切事故の発生を極力防止する。

第３節 交通安全計画における目標


